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	製品名: リン酸化PKCゼータ/ラムダ（Thr410/Thr412）ウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	これはカルシウム活性化、リン脂質依存性、セリンおよびスレオニン特異的酵素です。
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	リン酸化 PKC ゼータ/ラムダ (Thr410/Thr412) 抗体を使用したマウス脳溶解物中のリン酸化 PKC ゼータ (Thr410)/PKC ラムダ (Thr412) のウエスタン ブロット分析。
	

	PKC ゼータ (リン酸化 Thr410)/PKC ラムダ (リン酸化 Thr412) 抗体を使用した、Hela、A549、HL-60 溶解物中の PKC ゼータ (リン酸化 Thr410)/PKC ラムダ (リン酸化 Thr412) のウエスタン ブロット分析。
	

	PKCゼータ（リン酸化Thr410）/PKCラムダ（リン酸化Thr412）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウムpH 6.0を使用した。

